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テーラードジャケット縫製工程（83）

【工程No160-①】地衿、身頃へ躾縫い止め 【工程No160-①説明】①
※ここで大切なことは、躾糸を２本
　取りで行うことです。
※右身頃のゴージ出来上がりは、身
　頃ラペル返り位置と地衿返りを合
　わせ躾止め縫いを行なって下さい。
※左身頃のゴージは、躾止め縫いが
　終了した状態です。
※身頃と地衿の返り線は合っていな
　ければなりません。ここで示す左
　身頃の矢印の返り位置は必ず合わ
　せて下さい。

【工程No160-②】地衿、身頃へ躾縫い止め 【工程No160-②説明】②

【工程No160-③】地衿、身頃へ躾縫い止め③

※身頃のネックラインと地衿の長さ
　が合わない場合があります。この
　場合の殆どが、身頃のネックライ
　ンの伸びが原因です。まだ衿が付
　いていない未完成の服を着用した
　りすると、ネックラインが伸びて
　しまうことになりますので、注意
　して下さい。
※躾縫い止めをした地衿は、左右身
　頃が対称であることが大切です。
※特に身頃返りと地衿返りが合わな
　い場合は、ラペルの巾や衿キザミ
　の形が異なりますので注意して下
　さい。

【工程No160-③説明】
※ボディーに掛け、上側から見た状
　態です。
　　地衿が図のように返り線から返
　　った時に、地衿外廻りがつれ
　　　たり余ったりしますと、釦位
　　　置のラペル返り止まりがあま
　　　くなったり辛くなったりする
　　　為、製作前の構想に近い状態
　　　で出来上がることを目標にし
　　　て下さい。従ってこの部分の
　　縫製は、かなり重要な箇所です
　ので、ネックラインや地衿の伸び
　等に充分注意して作業を進めて下
　さい。
※また、この時に、衿キザミの形や、
　地衿エッジの曲線が左右異なる場
　合は速やかに修正して下さい。
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